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新年にあたり

　

患者会活動の凰点を考える

　

皆様あけましておめでとうございます。

　

私か寺山前会長より大役を引きついでから

２年目の春を迎えることとなりました。昨年

は総会を地方で開催したり、又年の瀬もおし

つまってから引越しがあったりと充実した中

にもあわただしい１年を過ごしました。

　

さてそのような中で新しい支部も結成され

いろいろな意味で、患者会とは、そして本部

とは、支部とはと、もう１度改めて考え直す

時期ではないかと思い、新年にあたり患者会

のおり方について私の考えをのべさせていた

だき皆様方のご協力をお願いする次第です。

　

まずなぜ私達がこうして患者会活動をしな

ければいけないかということです。それは大

きく２つに大別されると思います。

　

まず一つは内面的なこと自分達患者自身の

ことになると思います。

　

23年前膠原病友の会が結成されたころは、

死亡率も高く、又冶療法も確立されておらず

ただ生きてゆけるということで精一杯だった

と思います。そうした中で私達は、まず患者

教育、医療相談会や講演そして患者の為の手

引書の発行等に努力してまいりました。又患

者１人１人への情報源として機関紙「膠原」

を年４回程度発行し、社会の中で孤立しがち

な患者さん達の心の支えに少しでも役立てて

いければと考えてまいりました。

　

一般的に事務局に寄せられる電話でもっと

も多いのが、相談相手がなくどうしたらよい

か解らないというばくぜんとした不安をかか

えて何でもいい病気のことを話したいという

　　　　　　　　　　

会長湯川英典

方が沢山おります。こうしたことを考え合わ

せても、同じ悩みをもつもの同志連絡を取り

合って助け合えればと思っております。

　

次に大きな仕事として外部に対する働きか

けということがあります。

　

膠原病は昭和47年に全身性エリテマトーデ

スが「特定疾患」として認定されてより、平

成５年１月から混合性結合組織病（ＭＣＴＤ）

が34番目の疾患として認められるまで、永い

歴史があります。（ＭＣＴＤ）も厚生省に要

望を何年もくり返しやっと認められる様にな

りました。治療方が進み、生きられる様にな

ってきますと、こんどは生活の問題がおきて

まいります。現在私共が国に対して要求して

いるものの巾に「障害者雇用促進法の改正」

というものがあります。これは、障害者の方

々に対して特別に認められている特別枠の中

に難病患者もいれてほしいというものです。

私共が働こうとした場合、病気を話してそれ

でもという会社は仲々ありません。それで障

害者の方達と同じ条件の基で働ければという

考え方です。又自立しようとした場合まず必

要になってくるのが住宅です。これも「公営

住宅法」の改正を障害者の方々と同じ条件で

入居できる様要望しております。

　

こうした私共の日常の生活からでてきた切

実な要求を行政に働きかけること、これも患

者会としての大切な役割と考えております。

又、社会に対して膠原病を正確に理解しても

らう為の啓蒙活動も大切な役割と考えており

ます。その為に今年は新しい「､患者と家族の
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為の手引書」の発行も計画致しておりますの

で皆様楽しみにおまちいただければと存じま

す。

　

最後になりましたが、友の会本部と各支部

との役割について少しふれたいと思います。

本部としての役割はごく簡単に説明させてい

ただきましたが、こうした仕事どれ１つをと

っても支部の協力なしでできることではあり

ません。特に一番身近に感じるのが「医療生

活相談会」です。各支部で少しでも患者さん

達の近くで専門医に話をしてもらい、日常生

活の役にたてればこんな良いことはないと思

います。相談会だけではありません。その地

方の特色に合わせた活動はその場所に住んで

いる方々でなければ解らないことが数多くあ

ります。そうした活動の中からいろいろな要

望を本部にだしていただき、みんなの問題と

して考えてゆくのが「患者会活動」と考えて

おります。どうかこうした考えをご理解いた

だき、支部のない県の皆様、だれかがやって

くれるだろうということではなく、自分達の

為に支部をつくってみようではありませんか！

皆様方よりのご連絡をおまち致しております。

Na88

　

膠原(3)

あとに続く仲間のために

　　　　　　　　　　　　　

北海道支部

　　　　　　　　　

支部長

　

小寺千明

　

友の会北海道支部が結成されたのは昭和47

年11月のことでした。そして今年20周年を迎

え、会員数は､Ｕ名から約300名になりました。

この20年間は北海道支部の20年であると同時

に、我国の難病対策の20年でもあります。公

費負担制度が実施され、私たちは特定疾患に

認定されることによって少なくとも医療費の

心配がなくなり、ここまで活動を続けてくる

ことが出来ました。しかし今、その20年の歴

史は違った道を歩もうとしています。

　

北海道支部の20年を振り返ってみると、決

して平坦でまっすぐな道程ではありませんで

した。前支部長の三森さんが昭和54年当時を

振り返って、10周年記念号『いちばんぼし』

Na45の中でこう述べています。

　　

「昨年一年間を振り返りますと、会の沈滞

ムードの中で数名もの会員を失うというショ

ッキングな悲しい年でした。会員の皆さんに

病気とたたかう勇気を持ちっづけてほしいと

いう一心で、会員の結婚、出産または復職と

いう明るいニュースをとりあげてきましたの

に、それはただの虚勢にすぎなかったのでし

ょうか。毎日の痛みや発熱に苦しむ人々にと

ってそんなニュースはしょせん他人事にすぎ

ないのではないだろうか。『死』という厳粛

な事実の前には何もかもが無意味で無力に思

われました。」友の会北海道支部が結成され

て７年目のことです。そしてさらにこう述べ

ています。

　　

「けっして口にしてはいけない『休会』と

いう言葉がでたのはこの頃だった。しかし、

ここで休んでしまったらもう二度と起き上が
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れないと思った。」その後誕生カードの発送

　

す。」と述べています。

でこの危機を乗り越えて、「患者運動とは、

　　

こうしてみても、常に悩みながら試行錯誤

何もはち巻きをしめ旗をふることではない。

　　

を続けながらの活動であったことが分かりま

国や自治体におねだりすることばかりではな

　

す。

い。孤独に閉ざされた心をやさしくノックす

　　

そんな継続していくこと自体が困難な患者

ることから始まるのだということを教えられ

　

会活動の中で、これだけは断言して言えるこ

た。」とむすんでいます。

　　　　　　　　　

とがあります。それは健康な人には語れない

　

15周年記念誌『いちばんぼしJ No.61で、私　　自分自身の体験談を会員一人一人が持ってい

は昭和57年から５年間の活動を振り返ってこ

　　

るということです。自分の体験を語ることは

う述べています。

　　　　　　　　　　　　　

相談活動にはかかせないことです。体験談は

　　

「今まで友の会の活動は、病気の特徴から

　　

事実の経過ではありません。体験談にはその

女性の会員が９割以上を占め、そのためかな

　

人の心がこめられています。過去の事実を見

かなか役員が育たず、『手伝える人が手伝え

　　

る目が、体験を語るその人の成長と変化によ

る時に手伝う』という不文律のもとに続けて

　　

って変わってくるからです。だからこそ患者

きた。しかし最近ではこの考え方に疑問を感

　　

自身でなければ患者会活動とは言えないし、

じている。それは会員に『お手伝い』という

　　

患者自身がやってこそ本当の活動と言えるの

気持ちをうえつけてしまったことである。友

　

です。そして体験を語ることは、自分を活か

の会の活動は『お手伝い』ではなく、あくま

　　

す、自分のために体験を豊かにする機会でも

でも『参加』でなければならない。他人事で

　

あることを忘れてはいけないと思います。

はなく自分のことなのである。たとえば機関

　　

北海道支部の20年とともに難病対策も20年

紙の発送作業も友の会の重要な活動のひとっ

　

が立ち、私たちはっまずいて転んだり、道に

であり、その中から生まれる自分が何かの役

　

迷ったりしながらも、変わることのない友の

に立っていると思う気持ちこそ、役員となり

　　

会の意義と活動の目的をしっかりと見据えて

得る大切な心構えだと思うからである。」

　　

活動を続けてきたのに対し、難病対策を含め

　

さらに『いちばんぼしJ Na68の年頭の挨拶　た医療や福祉の方はっまづくこともなく、道

では、「友の会北海道支部が発足して今年で

　

に迷うこともなく、ある意味では歩いてきた

17年になります。その間の活動は決して平坦

　

道を逆戻りするかのように見えます。特定疾

なものではなく、苦難の道程であったことは

　

患では、公費負担の対象とされる疾病でも軽

言うまでもありません。特に最近の活動は、

　

症のものは除かれたり、手続き上で今までは

社会情勢の変化に伴って変わらざるを得なく

　　

認定の月の始めまでさかのぼって認められた

なってきています。でもそんな中で私たちが

　

のがさかのぼらなくなったり、また難病の子

見失ってはいけないことがあります。それは

　

供の場合はすでに一部自己負担の導入が検討

常に『なぜ私たちの先輩が患者会をつくらな

　　

されているようですが、医療費の増加を理由

ければならなかったのか』を考え直すことで

　

にいっ見直しがされるかその動きが注目され

す。そして私たち自身が会を支えてきたこと、るところです。医療法の改正では、病院を大

育ててきたことを誇りに思い、患者のための

　

学病院のような『特定機能病院』と、長期陛

会であることをもう一度認識したいと思いま

　　

性患者のための『長期療養型病床群』に分け、
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その中間に一般の病院があると位置付けてい

ます。そして大学病院などには紹介状がない

とかかれないとか、難病患者の要求を満たし

ているように見える『長期療養型病床群』の

場合は、医師や看護婦が少なく、まして専門

の医師などはほとんどいないという内容にな

っています。このようなことが実施されると

したら、医学や医療は進歩してもそれを平等

に受けることが出来ないという状況にもなり

かねません。

　

そんな意味では、これからの患者会の方が

もっと険しい道を歩むことになるかもしれま

せん。しかしだからこそ友の会の存在が重要

であり、必要にもなってくると思います。私

たちの周りにはまだまだひとりぼっちで悩ん

でいる仲間がいます。私たち仲間の存在を知

らずにいる人がいます。専門医を知らない、

専門医にかかれない仲間が集まれば出来るこ

とがたくさんあります。一人一人では声にな

らない要求も、仲間が集まれば大きな声とな

ります。私たち仲間のために、そして後に続

く仲間のために、横のつながりをもっと強め

て、友の会をもっと大きく発展させていこう

ではありませんか。

尚

Na88

　

膠原(5)

患者活動の原点を

　　　　　

忘れずに

　　　　　　　　　　　　　

福岡県支部

　　　　　　　　　

支部長

　

手島京子

　

平成４年８月９日、全国膠原病友の会22番

目の支部として、専門医の先生方、そして多

くの方々の励ましによって、産声を上げ、ま

だヨチョチと歩き始めたばかりの福岡県支部

です。昨年３月、梅の花がほころびはじめた

頃、福岡の会員の中より、支部を作りたいと

云う多くの声を聞き、会員や有志によって準

備を進めてまいりました。そして今支部設立

から数ヶ月が経ち、会員は80名となり、

　

“友の会の役目とは何か？”と毎日、自分達

に問いかけながら、役員一同一つ一つの課題

に取り組みながら、試行錯誤の中、活動を進

めております。今、患者活動を進めていけば

いくほど奥の深さを感じ、私達、友の会の使

命を深く感じております。私もＳＬＥと診断

され、今年で22年、今自分にできる事は何か？

それは、今までの人生で体験した事で、自分

の体の少しでも動く時に、元気な時に、少し

でも患者さんのお世話がしたいと云う事です。

それは、患者さんの体の痛みが、心の痛みが

生命でわかるからです。今患者の皆様と接し

ながら、“生きる勇気がわいてきましだ

　

“友の会で救われましだなどの声を聞くた

びに、支部を作ってよかったと実感致します。

これから、もっともっと、患者さんの心を知

り、患者さんの声を訴えながら、温かい励ま

しで、安心と勇気、希望と自信を与えていけ

るような支部を築いていきたいと決意してい

ます。そしてお互いの傷をいたわり合うだけ

ではなく、患者さんが少しでも、生活の中に、

社会の中にとけこむ、手助けになる友の会で
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なくてはならないと思います。そのためにも、

患者さん自身が自分の病気を正しく理解し、

たとえ身体は病気であっても、堂々と胸を張

って、社会の中で、明るく前向きに、そして

希望をもって輝いて、生きてほしいと思うの

です。全国膠原病友の会の中にも結成20年を

迎えられた支部もいくつかあります。「継続

は力なり」と申しますが続けていく事の大変

さを考える時、20周年を迎える事の偉大さを

感じ、会員の皆様と共に築き上げられた歴史

に感動致します。私達支部が20年後どうなっ

ているでしょうか？世の中は、高齢化社会と

なり、それに伴なう体調の障害、自然破壊な

どの環境問題、住宅食料問題、近代化に伴い

多くの新たな問題も抱えております。そして

私達の膠原病治療に関しても、社会的・医療

的にもまだまだ問題が山積みしています。こ

れから、さまざまな困難がまちうけていると

思いますが、会員の皆様と共に励まし合って、

支え合い、苦楽を共にしながら、この福岡県

支部を大きく育てていきたいと思うのです。

全国膠原病友の会という大きな傘の下にいる、

私達福岡県支部は、これから、全国という一

つの大きな流れに沿って、患者さんの声を本

部に伝え、福岡の人達のために患者活動をし

ていかなくてはならないと思います。これか

ら、福岡にも新しい人材が次々と生まれる事

を願い“患者さんにとって必要な友の会”の

原点を忘れずに、今日よりは、福岡県の会員

の皆様と共に福岡県支部の新たな歴史を築い

てまいりたいと思っております。

／／ず/ｙタダベ

　

世田谷区にある至誠会看護専門学校から今

年も授業をお願いしたいとの依頼かおり、年

の瀬の田園風景の残る高級住宅街を眺めなが

ら、玉木副会長と２人出かけてまいりました。

前年（今年の２月末）にも一年先輩の看護学

生を前に難病患者の立場から看護婦さんに望

むことを話してほしいというので出かけ

　

(Na85)ました。この学校の学生さんは準看

護婦として現場を体験した方が多く、改めて

勉強をやりなおしておられるだけ反応もあり

今年も楽しみにしておりました。

　

今年のテーマは「成人臨床看護学」の一部

として、難病患者・家族の立場という事だけ

ではなく、広く、医療従事者及び看護婦に望

むことを話してほしいということでした。昨

年の教室は授業形式で対面でしたが今年はグ

　　　　　　　　　　　

八宗岡峰起子

ループ形式に席がなっていたせいでしょうか

話を初めてすぐに手応が感じられました。

　

“看護婦の対応でつらかった事ば’“患者さ

んからの電話の内容で医療者を許せないと感

じた事ば等質問がとび出し、本部や、支部

へ胞者さんから寄せられる多くの病院・医療

者への不満・不安・二度とかかりたくないと

思う病院・看護婦さんもいらっしゃると事例

をあげて話をしました。私どもが入院生活で

一番身近かで、頼りにしている看護婦さんの

ことですから、病気のことをわかって貰うの

は勿論、自分のことはどんなささいな事でも

知っていてくれていると信じたいのです。中

にはショックをうけられた方もあり、病院勤

め経験のある方からは忙しい、患者の要求が

多すぎてつい順番を勝手につけてしまう、患
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膠原(了)

者さんの立場を考えて行動していたかどうか

　

族でなかったら友の会にかかわっておられま

反省させられる等実際に経験したいろいろの

　　

したかという質問までとび出し、やはり自分

患者さんとの話も聞け、私共ちよい患者にな

　

のことだから自分の身内のことだからかかわ

ることも上手に病院にかかる秘訣かなと感じ

　　

ってきているのですと話を結びました。

ました。最後に失礼ですがお二人は患者や家

１

わ

　

が

　

闘

　

病

　

》

　

不覚にも再入院となった。数年振りであ

る。懐かしい（？）顔の看護婦も今は少し。

そのせいかどうか看護婦全体の質の低下を

感じる。何となく気が利かない。皆それぞ

れ優しくて親切ではあるが…。細かい具体

例はここではあえて省くが、こうした方が

より良いのではないかと思えることに誰も

気付かない。看護婦の仕事に限らず、そも

そも仕事というものは、今、自分が何をす

れば、どう動けば後々の仕事がやりやすい

か、他の人が動きやすいか、全体的な見通

しを立ててするものだと思うのだが…。そ

してもっと、普段から勉強してもらいたい

ものである。私達の身体に直接施される医

療行為である。ついうっかりは許されない。

患者は命をかけているのだ。

　

そして患者も、もっと賢くならなくては

ならない。治療方針を把握しておく、自分

の飲む薬の内容などの必要最低限の知識は

　　　　　　　　　　　　

青竹扶美

身にっけるべきだ。市販薬との併用は危険

だ。そして必要のない薬は要求しない、減

らしてもらう。どうせタダだから、という

人がいるけれど、自分が払っていないだけ

の話で、国と県が払っているのだ、税金の

中から。そうして医療費の増大を招くとと

ても払いきれないから、じゃ、特疾の制度

はやめようね、なんてことになりかねない。

えてして福祉から削られる、行政とはそう

いうものだ。（そうならないためにも患者

会はある）あと、やたらな民間療法に飛び

っくのも私は感心しない。健康を売りもの

にしている雑誌などには、やればすぐにで

も効くような書かれ方でいろいろな方法が

載っている。そんなに効果があるのなら、

この外来の混み具合は何だ。何時間も待つ

私はまるでバカということになるではない

か。とにかく患者は賢くならなくてはなら

ないのだっ！

かくて我が闘病生活は続く
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20周年記念記念式典を

　　　　　　　

終えて

　　　　　　　　　

関西ブロック事務局

　

お天気にも恵まれた平成４年10月25日（日）

松下労働会館（大阪府守口市）におきまして

　

「関西ブロック20周年記念式典」を開催し、

300名近い参加者のもと無事終了いたしまし

た。

　

この式典に際し、たくさんのお祝いやメッ

セージを頂きありがとうございました。また、

遠路ご参加下さいました本部はじめ各支部の

皆様本当にありがとうございました。

　

記念講演では、愛染橋病院院長・森本靖彦

先生、京大病院第２内科・熊谷俊一先生に、

　

『医学的な20年の進歩及び今後の展望につい

て』、同友の会編集責任者・菊池素子さんに、

　

『友の会の今日までの歩み』を講演して頂き

ました。

　

初めて試みた劇『明日への道』も、「まさ

に私達患者の言葉を代弁してくれている」

「劇の中に出てくる病院は私達の理想の病院

だ」「膠原病がどんな病気かよく分かった」

等々、大変好評のうちに幕が降り、演者一同

練習時の不安や苦労も吹き飛びました。（記

念講演や劇『明日への道』シナリオは、全文

20周年記念誌「明日への道を照らし続けて」

に掲載してあります）

　　

『本音でトーク』と題したフリー討論では、

良い医療を目指し先生方と共に、双方のこれ

からの取り組み方について話し合うことが出

来ました。

　

これを記念し、関西ブロック会員の皆様と

共に築き上げてきた20年の歴史を、「明日へ

の道を照らし続けて」という一冊の本にまと

め発刊いたしました。この本は、友の会活動

の実績の中から、医療の変遷や活動を通して

成長してきた患者の姿が分かるようになって

います。皆様が個々の歴史をまとめる上で役

立てていただければと願っています。

　

関西ブロックはいよいよ大人としての第一

歩を踏み出しました。この20年の歩みを土台

に、いつの日か患者会を必要としなくなる日

を願ってさらなる活動を続けていきたいと思

います。

☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★

　　　

《関西ブロック発刊の書籍ご案内》

◆膠原病患者による膠原病患者のための手引き

　　

「羅しんばん」１号（平成１年４月発刊）

　　　　　　　　　　　　　　　

￥12 0 0

　　

「羅しんばんJPARTn（平成３年５月発刊）

　　　　　　　　　　　　　　　

＼12 0 0

◆２０周年記念誌

　　

「明日への道を照らし続けて」

　　　　

（平成４年10月発刊）￥12 0 0

　　　　　　　　　　　　　

（共に送料込み）

申し込み先（ハガキに住所・氏名・電話番号・

　　　　　　

書籍名を明記して下さい）

　　

〒664兵庫県伊丹市梅ノ木５丁目5 -14

　　　　　　　　

久保田

　

百合子
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膠原(9)

　　　　　　　　　　　　　　　

念講演と医療相談会が行われました。膠原病
Ｊ≒ご房'滋子右足ご

　

と心から始まり病気。種類、共通する点、

　　　　　　　　　　　　　　　

症状、治療法、薬の副作用、食事生活上の注

　　　　　　　　　　　　　

大分県支部

　

11月29日（日）別府市にあります大分県ニ

ューライフプラザ視聴覚室において、前日ま

でのみぞれまじりの寒さは嘘のような穏やか

なよいお天気のもと、全国膠原病友の会・大

分県支部設立総会を開催することができまし

た。湯川会長をはじめ、関西ブロックや福岡

県支部の方々のご出席を頂き､患者家族約130

名の参加者で、会場も補助椅子を出す程とな

り17名の役員も、新聞社やテレビ局の取材を

受けたりと、うれしい忙しさの中で第一部の

総会を始めることができました。

　

別府市長代理・別府市環境部長、日本リウ

マチ友の会・大分支部支部長、本部湯川会長

の方々に来賓のご挨拶を頂き、顧問の先生方

の紹介と祝電を披露させて頂きました。議事

に入り会則案が承認された後、役員の紹介、

事業計画を決め、機関紙を花言葉の「幸福は

必ずやってくる・・」に誘われて、会の名前

と同じくかきつばた丿として発行することに

決まりました。

　

二部に入り、大分県支部の顧問であります

九大生医研、リウマチ膠原病内科教授・延永

正先生による「膠原病の心構え」と題して記

意について細かいご指導を頂き、病気にたい

する知識を深めたいと思っていた方や家族の

方々にも、わかり易く理解することができま

した。また医療相談会は７名の顧問の先生方

全員が出席下さいまして、先生方の仲の良い、

和やかさが質問する皆さんにも伝わり、終始

和やかに笑い声さえありました。お話しの中

には深刻な内容もありましたが、先生方のや

さしく力強い励ましのお言葉で、涙ぐむひと

幕もありました。

　

数時間かかります乗り物で、大変な思いを

しながら出席された患者さんや家族の方々が、

この先生方が私達の病気にたいして熱心に取

り組んで下さっているお姿を拝見し、心強く

安心し、生きて行く勇気が沸いたことでしょ

う。長時間お付き合い下さった会場の皆様と

次回をお約束しつつ、無事に総会を終えるこ

とができました。多くの皆様方に支えられな

がら歩み始めた大分県支部でございます。こ

れからもこの感動と感謝の気持ちを忘れる事

なく、常に誠実に会員の皆様方に問いかけな

がら、そして問われつつ、心の支えになれる

よう努力して参りたいと思います。今後とも、

本部を始め各支部の皆様方のご指導を頂きま

すようよろしくお願い申し上げます。遠いと

ころをご出席下さいました会長を始め支部の

皆様方、本当にありがとうございました。
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医療相談会のご案内

　

明けましておめでとうございます。

　

今年もどうぞよろしくお願い申し上げます。

多くの方から、心温まる賀状をいただきまし

た。ありがとうございました。紙面をお借り

してお礼を申し上げます。

　

早速ですが、東難連主催・支部協力による

　

「膠原病・ベーチェット病」の医療相談会を

開催いたします。

　

今回は眼科の先生もご出席されますので、

ご相談のある方は、是非ご活用くださいます

ようご案内申し上げます。

　　　　　　　　　

記

日

　　

時平成５年２月21日

　

11時～16時

場

　

所東京都障害者福祉会館・１階

担当医師

　

内科東條毅・猪熊茂子・

　　　　　　　　

竹内明輝先生

　　　　　

眼科小暮美津子先生

問い合せ先東難連事務局

　　　　　　

電話(03)3291-6275･6243番へ

☆年頭にあたり、友の会とは！

　

患者会がなぜ必要なのか皆様にも考えてい

　

ただきたく本部・支部の考えや行動をのせ

　

ました。

　

皆様のご意見をおまちしています。

☆アンケートを入れましたが、厚生省を初め、

　

労働省、建設省への陳情・要望に是非共必

　

要ですので、２月10日までに本部事務局へ

　

ご返送ください。

☆本部事務局の住所・電話番号等は変更があ

　

りましたが、郵便振替番号は変わりません。

　

会費未納入の方は、おはやめにお願いいた

　

します。

振替番号

東京8-116096

全国膠原病友の会

昭和51年２月25日第３種郵便物許可（毎週４回・月曜・火曜・木曜・金曜発行）

平成５年１月18日発行

　

ＳＳＫＯ通巻第1368号

発行人・身体障害者団体定期刊行物協会

　　　　

東京都世田谷区砧8－21－3

です。

定価200円
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